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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネット上で仮想的な会場を提供する為の仮想会場提供システムであって、
　出展者が出展する複数の区画を有する会場情報、前記出展者の出品物に関する出品物情
報及び、前記区画ごとに設定され、個々の出展者が出展を行う出展ブースに関するブース
情報を記憶した記憶部と、
　来場者が使用する端末装置に情報の出力を行うサーバ装置と、を備え、
　前記サーバ装置は、選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場を前記端末
装置に表示する為に、前記会場情報を出力する会場出力手段と、
　出展ブースを前記端末装置に表示する為に、前記会場において選択された区画のブース
情報を出力するブース出力手段と、
　前記出展ブースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、出品物情報を出力する
出品物出力手段と、を有し、
　前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行われている区画と、出展の準
備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に表示されることを特徴とする
仮想会場提供システム。
【請求項２】
　前記出品物出力手段は、出品物情報としてカタログを前記端末装置に表示する為に、カ
タログ情報を出力し、
　前記カタログは、１以上の出品物が記載されたページを１以上備え、ページめくりを行
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うことで閲覧される電子コンテンツであることを特徴とする請求項１に記載の仮想会場提
供システム。
【請求項３】
　前記出品物情報に対する購入要求に応じて、選択された出品物を購入リストに追加する
追加手段と、
　前記購入リストに追加された出品物を購入する為の決算手段と、を備えることを特徴と
する請求項１又は請求項２に記載の仮想会場提供システム。
【請求項４】
　前記会場情報は、区画と併せて表示され、前記区画を識別する為の区画識別情報によっ
て一意に特定可能に表示し、
　前記区画識別情報及び出展者に関する情報を並べた出展者一覧を前記端末装置に表示す
る為に、一覧情報を出力する一覧出力手段を有することを特徴とする請求項１～３の何れ
かに記載の仮想会場提供システム。
【請求項５】
　前記会場において受け付けた出展者に関する情報の表示要求に応じて、出展者情報を出
力する出展者出力手段を有すること、を特徴とする請求項１～４の何れかに記載の仮想会
場提供システム。
【請求項６】
　前記表示要求は区画をマウスオーバーすることで受け付けられ、前記出展者出力手段に
よって出力される前記出展者情報は、ポップアップ表示されることを特徴とする請求項５
に記載の仮想会場提供システム。
【請求項７】
　インターネット上で仮想的な会場を提供する為のサーバ装置であって、
　選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場を端末装置に表示する為に、出
展者が出展する複数の区画を有する会場情報を出力する会場出力手段と、
　出展ブースを前記端末装置に表示する為に、前記区画ごとに設定され、前記会場におい
て選択された区画のブース情報を出力するブース出力手段と、
　前記出展ブースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、前記出展者の出品物に
関する出品物情報を出力する出品物出力手段と、を有し、
　前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行われている区画と、出展の準
備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に表示されることを特徴とする
サーバ装置。
【請求項８】
　インターネット上で仮想的な会場を提供する為の仮想会場提供プログラムであって、
　コンピュータを、選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場を端末装置に
表示する為に、出展者が出展する複数の区画を有する会場情報を出力する会場出力手段と
、
　出展ブースを前記端末装置に表示する為に、前記区画ごとに設定され、前記会場におい
て選択された区画のブース情報を出力するブース出力手段と、
　前記出展ブースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、前記出展者の出品物に
関する出品物情報を出力する出品物出力手段と、として機能させ、
　前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行われている区画と、出展の準
備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に表示されることを特徴とする
仮想会場提供プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インターネット上での仮想的なイベントブースを提供する為の仮想ブース提
供システムに関るものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、現実のイベントスペース等を会場として、複数の出展者が所定の区画にブースを
構えて製品やサービスの展示等を行う展示会が開催されている。こうした現実の展示会で
は展示会の開催期間や開催場所が定められるため、来場者に対して時間面や費用面の負担
が生じていた。また、主催者や出展者の立場では、そうした制約から参加可能な来場者が
限られることとなるため、より多くの来場者を獲得可能な展示会の開催方法が求められて
いた。
【０００３】
　そのような問題を解決する技術として、ウェブページ上に来場者の端末からインターネ
ットを介して来場（アクセス）が可能な仮想的な会場を構築した、仮想的なイベント会場
の貸与システムが知られている（特許文献１）。
【０００４】
　また、仮想的なイベント会場の利用を促進する技術として、各出展者によって行われる
発表（プレゼンテーション）を動画として配信する技術（特許文献２）が知られている。
また、機密性の高い商談を行う為に、出展者と来場者の間で利用される暗号化されたチャ
ットを提供する技術（特許文献３）が知られている。
【０００５】
　このような仮想的なイベント会場を提供する為の技術によって、これまで地理的制約等
により展示会への参加が困難であった参加者であっても参加することができ、開催費用等
を大幅に削減することが可能な、仮想的な展示会を開催することが可能となった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－１０９４１４号公報
【特許文献２】特開２００２－３５１９６５号公報
【特許文献３】特開２００１－１６００６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来技術において、複数のブースを有する仮想的な展示会の会場におい
て、所望の出展者がどのブースを出展しているのか分かりづらいという問題があった。
【０００８】
　また、商品の展示や販売等を行う為の仮想的な展示会の運営を、効率的に取り行う為の
技術は従来技術において開示されていない。
【０００９】
　本発明は、上記のような実状に鑑みてなされたものであり、商品の展示や販売等を行う
為の仮想的な展示会の運営を、効率的に取り行う為の仮想ブース提供システムを提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明は、インターネット上で仮想的な会場を提供する為
の仮想会場提供システムであって、
　出展者が出展する複数の区画を有する会場情報、前記出展者の出品物に関する出品物情
報及び、前記区画ごとに設定され、個々の出展者が出展を行う出展ブースに関するブース
情報を記憶した記憶部と、
　来場者が使用する端末装置に情報の出力を行うサーバ装置と、を備え、
　前記サーバ装置は、選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場を前記端末
装置に表示する為に、前記会場情報を出力する会場出力手段と、
　出展ブースを前記端末装置に表示する為に、前記会場において選択された区画のブース
情報を出力するブース出力手段と、
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　前記出展ブースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、出品物情報を出力する
出品物出力手段と、を有し、
　前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行われている区画と、出展の準
備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に表示されることを特徴とする
。
【００１１】
　このような構成とすることで、複数の区画を有する会場と、個々の出展者のブースと、
個々の出展者の出品物情報と、を表示して、仮想的な会場を提供することができる。
【００１２】
　本発明の好ましい形態では、前記出品物出力手段は、出品物情報としてカタログを前記
端末装置に表示する為に、カタログ情報を出力し、
　前記カタログは、１以上の出品物が記載されたページを１以上備え、ページめくりを行
うことで閲覧される電子コンテンツであることを特徴とする。
　このような構成とすることで、ブースにおいて、個々の出展者の出品物をカタログ上の
電子コンテンツとして閲覧することができ、より現実に近い形で出品物を閲覧することが
できる。また、どのような出品物があるのかを、容易に確認することができる。
【００１３】
　本発明の好ましい形態では、前記出品物情報に対する購入要求に応じて、選択された出
品物を購入リストに追加する追加手段と、
　前記購入リストに追加された出品物を購入する為の決算手段と、を備えることを特徴と
する。
　このような構成とすることで、個々のブースで決済を行う必要が無くなり、複数のブー
スを周って希望の商品を選択した後、決済を行うことができる。
【００１４】
　本発明の好ましい形態では、前記会場情報は、区画と併せて表示され、前記区画を識別
する為の区画識別情報によって一意に特定可能に表示し、
　前記区画識別情報及び出展者に関する情報を並べた出展者一覧を前記端末装置に表示す
る為に、一覧情報を出力する一覧出力手段を有することを特徴とする。
　このような構成とすることで、会場ページに表れるどのブースにどの出展者がいるのか
容易に把握することができ、会場内の移動を効率的に行うことができる。
【００１５】
　本発明の好ましい形態では、前記会場において受け付けた出展者に関する情報の表示要
求に応じて、出展者情報を出力する出展者出力手段を有すること、を特徴とする。
　また、本発明の好ましい形態では、前記表示要求は区画をマウスオーバーすることで受
け付けられ、前記出展者出力手段によって出力される前記出展者情報は、ポップアップ表
示されることを特徴とする。
　このような構成とすることで、ブースにいる出展者の判別を容易に行うことができ、会
場内の移動を効率的に行うことができる。
【００１６】
　本発明の好ましい形態では、前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行
われている区画と、出展の準備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に
表示されることを特徴とする。
【００１７】
　本発明は、インターネット上で仮想的な会場を提供する為のサーバ装置であって、
　選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場を端末装置に表示する為に、出
展者が出展する複数の区画を有する会場情報を出力する会場出力手段と、
　出展ブースを前記端末装置に表示する為に、前記区画ごとに設定され、前記会場におい
て選択された区画のブース情報を出力するブース出力手段と、
　前記出展ブースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、前記出展者の出品物に
関する出品物情報を出力する出品物出力手段と、を有し、
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　前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行われている区画と、出展の準
備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に表示されることを特徴とする
。
【００１８】
　本発明は、インターネット上で仮想的な会場を提供する為の仮想会場提供プログラムで
あって、
　コンピュータを、選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場を端末装置に
表示する為に、出展者が出展する複数の区画を有する会場情報を出力する会場出力手段と
、
　出展ブースを前記端末装置に表示する為に、前記区画ごとに設定され、前記会場におい
て選択された区画のブース情報を出力するブース出力手段と、
　前記出展ブースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、前記出展者の出品物に
関する出品物情報を出力する出品物出力手段と、として機能させ、
　前記端末装置で表示される区画の内少なくとも、出展が行われている区画と、出展の準
備中の区画と、出展がなされていない区画とは、識別可能に表示されることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、商品の展示や販売等を行う為の仮想的な展示会の運営を、効率的に取
り行う為の仮想ブース提供システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に関る仮想ブース提供システムの全体構成を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に関る仮想ブース提供サーバ１におけるハードウェア構成図で
ある。
【図３】本発明の実施形態に関る仮想ブース提供システムの機能的構成要素を示す機能ブ
ロック図である。
【図４】本発明の実施形態に関る記憶部２に記憶された情報の一例を示す図である。図４
（ａ）は出品物情報の一例を示し、図４（ｂ）は一覧情報の一例を示し、図４（ｃ）は出
展者情報２６の一例を示している。
【図５】本発明の実施形態に関る会場ページＰ１の画面表示例を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に関る一覧ページＰ２の画面表示例を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に関るブースページＰ３及び出品物ページＢの画面表示例を示
す図である。図７（ａ）はブースページＰ３の画面表示例を示し、図７（ｂ）はブースペ
ージＰ３及び出品物ページＢの画面表示例を示している。
【図８】本発明の実施形態に関るブースページＰ３及び出品物ページＢの画面表示例を示
す図である。
【図９】本発明の実施形態に関るブースページＰ３を表示する際の処理フローチャートで
ある。
【図１０】本発明の実施形態に関るブースページＰ３の表示から決済までの処理フローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態に関る商品の展示や販売等を行う為の仮想
ブース提供システムについて説明する。なお、以下に示す実施形態は本発明の一例であり
、本発明を以下の実施形態に限定するものではない。本実施形態では、イラスト、画集、
グッズ、音声データ、動画データ等を作成するサークルが、仮想ブース提供システムで提
供される仮想的なイベント会場に集い、それら出品物の展示・販売を行う場合について例
示する。本発明によって提供される仮想的なイベントの種類は展示会、販売会等、何ら限
定されない。
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【００２２】
　図１は、本実施形態に関る仮想ブース提供システムの全体構成を示す図である。図１に
おいて、符号１は仮想ブース提供サーバを示し、符号２は記憶部を示し、符号３は来場者
が使用するユーザ端末を示している。これらの装置は、例えばインターネットやイントラ
ネット等のネットワークＮを介して接続されている。
【００２３】
　仮想ブース提供サーバ１は、ユーザ（来場者）の所有するユーザ端末３に対して、仮想
的なイベント会場の提供と、各出展者の出品物の販売と、を提供する。
【００２４】
　図２に、仮想ブース提供システムを構成する仮想ブース提供サーバ１におけるハードウ
ェア構成図を示す。この仮想ブース提供サーバ１は、ＣＰＵ１０１、メモリ１０２、ディ
スプレイ１０３、キーボード／マウス１０４、ハードディスク１０５、及び通信回路１０
６を備えている。また、ユーザ端末３も、仮想ブース提供サーバ１と同様のハードウェア
構成で構成されている。
【００２５】
  ハードディスク１０５には、オペレーティングシステム（ＯＳ）１０７と、仮想ブース
提供プログラム１０８、ウェブサーバ機能を実現するためのプログラム等が記録されてい
る。通信回路１０６は、他のコンピュータ装置との接続を行うための回路であって、イン
ターネットに接続可能である。
【００２６】
　ユーザ端末３は、ユーザの所有するインターネット（ネットワークＮ）に接続可能なコ
ンピュータであって、ウェブブラウザ機能を備えている。ユーザ端末３は、例えば、据置
型又は携帯型のパーソナルコンピュータや携帯電話、スマートフォン、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）等である。
【００２７】
　図３は、仮想ブース提供システムの機能的構成要素を示す機能ブロック図である。仮想
ブース提供サーバ１は、ページ生成手段１０と、追加手段１６と、決済手段１７と、を備
えている。ユーザ端末３はページ取得手段３１と、表示制御手段３２と、出力手段３３と
、を備えている。
【００２８】
　記憶部２は、会場情報２１と、ブース情報２２と、出品物情報２３と、カタログ情報２
４と、一覧情報２５と、出展者情報２６と、ユーザ情報２７と、を有している。会場情報
２１は、複数のブースを有する仮想的な展示会場の会場ページを表示する為に用いられる
。ブース情報２２は、会場ページにおいてユーザにより選択されたブースページを表示す
る為に用いられる。
【００２９】
　出品物情報２３は、出展者がブースにおいて出品している出品物に関する情報を有して
いる。図４は、記憶部２に記憶された情報の一例を示す図である。図４（ａ）に示すよう
に、本実施形態における出品物情報２３は、出品している商品の名称、商品画像（又は／
及び商品動画）、価格、商品の詳細、等を有している。
【００３０】
　カタログ情報２４は、出品物をカタログページ上に表示する為に用いられる。一覧情報
２５は、会場ページ上に表される各ブースの位置及び出展者の対応関係を示す一覧ページ
を表示する為に用いられる。図４（ｂ）は、本実施形態における一覧情報の一例を示して
いる。
【００３１】
　出展者情報２６は、出展者に関する情報を有している。図４（ｃ）に示すように、本実
施形態における出展者情報２６は、出展者名と、出展者のホームページやＳＮＳ（Social
 Networking Service）ページ等の外部リンクと、出展者によるコメントと、を有してい
る。ユーザ情報２７は、ユーザの名前や、住所、出品物である商品の購入履歴、決済情報
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、等を有している。
【００３２】
　ページ生成手段１０は、会場ページのページ情報を出力する会場出力手段１１と、ブー
スページのページ情報を出力するブース出力手段１２と、出品物を表示したカタログペー
ジのページ情報を出力する出品物出力手段１３と、一覧ページのページ情報を出力する一
覧出力手段１４と、ブースページ上で選択されたブースに出展している出展者の情報を表
示する出展者出力手段１５と、を備えている。
【００３３】
　追加手段１６は、ブースに出品された出品物を購入リストに追加する。決済手段１７は
、購入リストに含まれる購入対象の決済処理を行う。
【００３４】
　ページ取得手段３１は、所定のページを指定する処理を行った際に、ＵＲＬ（Uniform 
Resource Locator）を含むページ要求をページ生成手段１０に送信する。その後、ページ
取得手段３１は、ページ生成手段１０がそのＨＴＴＰ（Hypertext Transfer Protocol）
リクエストに応じて送ってきたページデータを受信し、当該データを表示制御手段３２に
出力する。
【００３５】
　表示制御手段３２は、ウェブページをユーザ端末３のディスプレイ上に表示する。表示
制御手段３２は、ページデータに含まれるＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）デー
タ及びスクリプト（例えばJavaScript（登録商標））がユーザ端末３のＣＰＵ又は主記憶
部上に展開されて実行されることで実現される。
【００３６】
　以下では図５～８を用いて、仮想的なイベント会場の表示一例を説明する。まず、表示
制御手段３２は、会場出力手段１１からページ取得手段３１に入力された会場ページデー
タに基づいて、図５に示すような会場ページＰ１を表示する。
【００３７】
　会場ページＰ１は、複数のブースＣと、ブースの位置を識別する為の配置情報Ｉと、一
覧表示部Ｖと、を有している。また本実施形態では、ブースＣは、出展者によって出展が
行われ、ブースページの閲覧が可能なブースＣ１と、出展準備が行われており、ブースペ
ージをまだ閲覧することのできないブースＣ２と、出展が行われていないブースＣ３と、
を有している。配置情報Ｉは、各ブースに割り振られたブース番号０１～３０と、ブース
の列記号Ａ～Ｉによって、それぞれのブースの位置を表している。
【００３８】
　ユーザは、表示されたページ上をカーソルＡで選択することで、仮想的なイベント会場
を構成する各ページを移動することができる。一覧表示部ＶがカーソルＡによって選択さ
れると、ページ取得手段３１はページ生成手段１０に対して一覧ページの出力要求を行う
。一覧出力手段１４はページ取得手段３１に一覧ページデータを返送し、表示制御手段３
２は、入力されたに一覧ページデータに基づいて、図６に示すような一覧ページＰ２を表
示する。
【００３９】
　一覧ページＰ２は、図４（ｂ）に示す一覧情報に基づいて、生成される。一覧ページＰ
２では、出展者の情報及び配置情報Ｉが紐付けて表示されており、ユーザは、一覧ページ
Ｐ２を確認することで、どのブースにどの出展者がいるのか容易に把握することが可能で
ある。
【００４０】
　また、会場ページＰ１において、カーソルＡを用いて出展者情報の出力要求を行うこと
で、出展者情報の少なくとも一部を表示することもできる。本実施形態では、会場ページ
Ｐ１上に表された所定のブースにカーソルＡを合わせて所定の時間経過すると（マウスオ
ーバーすると）、ページ取得手段３１がページ生成手段１０に対して、出展者情報の出力
要求を行う。出展者出力手段１５はページ取得手段３１に出展者情報の少なくとも一部を
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返送し、表示制御手段３２は、入力されたに出展者情報に基づいて出展者の名称をポップ
アップ表示する。符号Ｕは、会場ページＰ１に現れたブースＣ１（図中におけるＣ－２２
）をマウスオーバーした際に現れるポップアップ表示を示す。
【００４１】
　会場ページＰ１上において、ユーザがカーソルＡを介してブースＣ１を選択することで
、ページ取得手段３１は、ページ生成手段１０に対してブースページデータの出力要求を
行う。ブース出力手段１２はページ取得手段３１にブースページデータを返送し、表示制
御手段３２は、入力されたにブースページデータに基づいて、図７に示すようなブースペ
ージＰ３を表示する。
【００４２】
　図７（ａ）は、ブースページＰ３の一例を示す画面表示例である。本実施形態では、ブ
ースページＰ３は、会場ページＰ１と別のウィンドウで開かれる。会場ページＰ１を表示
したウィンドウをブースページＰ３に変化させたり、会場ページＰ１を表示したタブと別
のタブで表示したり、会場ページＰ１上にモーダルウィンドウを表示することでブースペ
ージＰ３を表示するようにしても構わない。
【００４３】
　ブースページＰ３は、外部リンクを用いて外部のウェブページに移動する為の外部リン
ク部Ｌ（図示例ではＬ１～Ｌ３）と、出品物を表示する為の出品物表示部Ｍ（図示例では
Ｍ１及びＭ２）と、を有している。ユーザは、外部リンク部Ｌを選択することで、出展者
のホームページや、ＳＮＳアカウントのページ等、外部のウェブページを閲覧することが
できる。出品物表示部Ｍを選択することで、出展者の用意した商品やサービス等の情報を
、カタログ上に表示して閲覧することができる。
【００４４】
　ブースページＰ３上において、ユーザがカーソルＡを介して出品物表示部Ｍを選択する
ことで、ページ取得手段３１は、ページ生成手段１０に対して出品物ページデータの出力
要求を行う。出品物出力手段１３はページ取得手段３１に出品物ページデータを返送し、
表示制御手段３２は、入力されたに出品物ページデータに基づいて、図７（ｂ）に示すよ
うな出品物ページＢを表示する。
【００４５】
　本実施形態では、出品物ページＢは、ブースページＰ３上にモーダルウィンドウとして
開かれる。ブースページＰ３を表示したウィンドウを出品物ページＢに変化させたり、ブ
ースページＰ３を表示したタブと別のタブで表示したり、新たなウィンドウで出品物ペー
ジＢを表示するようにしても構わない。
【００４６】
　図８は、出品物ページＢを変化させた際の画面例を示す図である。出品物ページＢは、
ページＢ１～Ｂ３を有した電子書籍状の構造を有している。各ページには、それぞれの出
品物の情報が記載されており、ユーザは、カーソルＡを用いて出品物ページＢのページＰ
１～Ｐ３をめくることができ、当該出展者による出品物のカタログを閲覧することができ
る。
【００４７】
　出品物ページＢのページＢ１には、出展者の名称やサークル名、コメントなどが表示さ
れ、ページＢ２、Ｂ３には、出品物の商品画像、作家名（名称）、サークル名、内容（詳
細）等が表示されている。
【００４８】
　ユーザは、出品物ページＢに表示された商品を選択することができる。追加手段１６は
、出力手段３３を介して商品の購入リストへの追加要求を受け取り、ユーザによって選択
された商品をユーザの購入リストに追加する。また、決済手段１７は、出力手段３３を介
して購入リストに追加された商品の決済要求を受け取り、決済を行う。購入時には、ユー
ザ情報２７として記録された、又は新たに入力された氏名、商品発送先の住所、クレジッ
トカードの番号等の決済情報、に基づいて、決済が行われる。
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【００４９】
　決済手段１７による決済は、必ずしもブースごとに行われる必要はない。ユーザは、あ
るブースで商品を購入リストに追加した後、他の出展者のブースページＰ３に移動して、
出品物ページＢを表示し、商品を購入リストに追加可能であってもよい。その場合、複数
の出展者が出展していた商品が混在する購入リストに対して、決済手段１７を利用して決
済することが可能である。
【００５０】
　図９、図１０を用いて、仮想ブース提供システム処理の流れについて説明する。まず、
図９を用いてブースページＰ３を表示するまでの処理について説明する。ステップＳ１で
は、ページ取得手段３１及び表示制御手段３２を介して、会場ページＰ１がユーザ端末３
のウェブブラウザ上に表示される。
【００５１】
　ステップＳ２では、会場ページＰ１上で、ユーザから出展者情報の出力要求がなされた
か否かを判定する。出展者情報の出力要求がなされた場合（ステップＳ２でＹｅｓ）、出
展者の名称やサークル名など、出展者情報をポップアップ表示する（ステップＳ３）。出
展者情報の出力要求がなされない場合（ステップＳ２でＮｏ）、ステップＳ４に進む。
【００５２】
　ステップＳ４では、会場ページＰ１上で一覧表示部Ｖが選択され、ユーザから一覧ペー
ジの出力要求がなされたか否かを判定する。一覧ページＰ２の出力要求がなされた場合（
ステップＳ４でＹｅｓ）、一覧ページＰ２を表示し（ステップＳ５）、ステップＳ６に進
む。一覧ページＰ２の出力要求がなされない場合（ステップＳ４でＮｏ）、ステップＳ７
に進む。
【００５３】
　ステップＳ６では、一覧ページＰ２上でブースが選択され、ユーザからブースページＰ
３の出力要求がなされたか否かを判定する。ブースページＰ３の出力要求がなされた場合
（ステップＳ６でＹｅｓ）、ステップＳ８に進み、ブースページＰ３を出力する。ブース
ページの出力要求がなされない場合（ステップＳ６でＮｏ）、ステップＳ２に戻って会場
ページＰ１を表示する。
【００５４】
　ステップＳ７では、会場ページＰ１上でブースＣ１が選択され、ユーザからブースペー
ジＰ３の出力要求がなされたか否かを判定する。ブースページＰ３の出力要求がなされた
場合（ステップＳ７でＹｅｓ）、ステップＳ８に進み、ブースページＰ３を出力する。ブ
ースページの出力要求がなされない場合（ステップＳ７でＮｏ）、ステップＳ２に戻って
会場ページＰ１を表示する。
【００５５】
　次に、図１０を用いてブースページＰ３の表示から商品の決済までの処理について説明
する。ステップＳ１１では、ページ取得手段３１及び表示制御手段３２を介して、ブース
ページＰ３がユーザ端末３のウェブブラウザ上に表示される。
【００５６】
　ステップＳ１２では、ブースページＰ３上で、ユーザから外部ページへの移動要求がな
されたか否かを判定する。外部ページへの移動要求がなされた場合（ステップＳ１２でＹ
ｅｓ）、外部ページへのリンク情報を出力する（ステップＳ１３）。外部ページへの移動
要求がなされない場合（ステップＳ１２でＮｏ）、ステップＳ１４に進む。
【００５７】
　ステップＳ１４では、ブースページＰ３上で出品物表示部Ｍが選択され、ユーザから出
品物ページＢの出力要求がなされたか否かを判定する。出品物ページＢの出力要求がなさ
れた場合（ステップＳ１４でＹｅｓ）、出品物ページＢを表示し（ステップＳ１５）、ス
テップＳ１６に進む。出品物ページＢの出力要求がなされない場合（ステップＳ１４でＮ
ｏ）、ステップＳ１６に進む。
【００５８】
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　ステップＳ１６では、出品物ページＢ上で商品が選択され、ユーザから購入リストへの
追加要求がなされたか否かを判定する。ユーザから購入リストへの追加要求がなされた場
合（ステップＳ１６でＹｅｓ）、対象の商品を購入リストに追加し（ステップＳ１７）、
ステップＳ１８に進む。ユーザから購入リストへの追加要求がなされない場合（ステップ
Ｓ６でＮｏ）、ステップＳ１８進む。
【００５９】
　他のブースを見る場合（ステップＳ１８でＹｅｓ）には、図９のステップＳ２に戻り、
会場ページＰ１から別のブースへ移動する。他のブースを見ない場合（ステップＳ１８で
Ｎｏ）には、ステップＳ１９に進み購入リストに追加された商品の決済処理を行う。
【００６０】
　本発明によれば、複数の区画を有する会場と、個々の出展者のブースと、個々の出展者
の出品物情報と、を表示して、仮想的な会場を提供することができる。
【００６１】
　また、出展者のブースにおいて、個々の出展者の出品物をカタログ上の電子コンテンツ
として閲覧することができ、より現実に近い形で出品物を閲覧することができる。これに
より、どのような出品物があるのかを、容易に確認することができる。
【００６２】
　また、購入リストへの商品の追加を行う追加手段と、決済手段を提供することで、個々
のブースで個別に決済を行う必要が無くなり、複数のブースを周って希望の商品を選択し
た後、まとめて決済を行うことができる。
【００６３】
　また、会場ページＰ１から一覧ページＰ２の出力要求や、会場ページＰ１において出展
者情報のポップアップ表示Ｕ等を行うことにより、会場ページＰ１に表れるブースと出展
者の対応関係を容易に把握することができ、会場内の移動（ブースページＰ３の表示）を
効率的に行うことができる。
【符号の説明】
【００６４】
１　仮想ブース提供サーバ
１０１　ＣＰＵ
１０２　メモリ
１０３　ディスプレイ
１０４　キーボード／マウス
１０５　ハードディスク
１０６　通信回路
１０７　オペレーティングシステム（ＯＳ）
１０８　仮想ブース提供プログラム
１０　ページ生成手段
１１　会場出力手段
１２　ブース出力手段
１３　出品物出力手段
１４　一覧出力手段
１５　出展者出力手段
１６　追加手段
１７　決済手段
２　記憶部
２１　会場情報
２２　ブース情報
２３　出品物情報
２４　カタログ情報
２５　一覧情報
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２７　ユーザ情報
３　ユーザ端末
３１　ページ取得手段
３２　表示制御手段
３３　出力手段
Ｎ　ネットワーク
Ｐ１　会場ページ
Ｃ，Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３　ブース
Ｉ　配置情報
Ｖ　一覧表示部
Ａ　カーソル
Ｕ　ポップアップ表示
Ｐ２　一覧ページ
Ｐ３　ブースページ
Ｌ　外部リンク部
Ｍ　出品物表示部
Ｂ　出品物ページ
Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３　ページ
【要約】
【課題】商品の展示や販売等を行う為の仮想的な展示会の運営を、効率的に取り行う為の
仮想ブース提供システムを提供することを課題とする。
【解決手段】インターネット上で仮想的な会場を提供する為の仮想会場提供システムであ
って、選択可能に設けられた複数の区画を有する仮想的な会場をユーザの端末装置に表示
する為に、会場情報を出力する会場出力手段と、出展ブースを端末装置に表示する為に、
前記会場において選択された区画のブース情報を出力するブース出力手段と、前記出展ブ
ースにおいて受け付けた出品物の表示要求に応じて、出品物情報を出力する出品物出力手
段と、を有することを特徴とする。
【選択図】図５
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